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了

一

企
巣
瀬
鼻
の
給
与
の
種
類
及
甘
基
港
咋
静
す
る
条
例
の
制
定
竺
ウ
S
て
　
　
　
/

次
の
と
お
力
企
菓
敬
具
の
給
鼻
の
律
儀
及
び
基
準
に
閑
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
S
て
､

地
方
色
漁
法
(
昭
空
音
二
年
法
希
望
ハ
七
七
号
)
禽
九
十
六
条
教
義
の
放
.
定
に
.
よ
り
､
本
-
譲

〆
金
の
穀
決
を
求
め
る
｡

堀
和
田
十
五
年
二
月
十
ェ
z
n

＼

三

朝

町

長

　

坂

　

出

,

.

雅

　

巳

､
栗
四
冷
夏
式
か
婚
雷
蔵
奪
可
決

庸
一
J
%
薄

菜
t
J
g
T
L
 
I

三
東
町
感
金
魚
長
歌
好
準
脚
輯
拭



企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
(
新
和
例
解
　
月
　
郎
)

(
こ
の
条
例
の
日
的
)

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
､
地
方
公
営
企
業
法
(
唱
和
二
十
七
年
i
S
梓
等
盲
九

十
二
号
.
以
下
｢
法
｣
と
い
･
L
n
｡
)
i
.
S
･
三
十
八
糸
筋
四
項
の
競
延
に
琴
つ
き
､

沃
第
十
h
.
条
約
7
項
に
以
≡
す
る
企
f
l
j
f
職
員
(
L
L
川
下
｢
人
㍍
1
3
議
員
｣
と
い

ぅ
｡
)
の
給
与
の
砿
発
車
し
十
だ
牛
を
定
め
る
こ
と
k
J
L
L
u
的
と
す
る
o

(
給
与
の
程
溺
)

第
二
条
　
企
業
芯
凸
で
湖
l
=
 
1
義
務
を
粟
す
る
も
6
1
(
山
下
｢
取
巨
と
い
-
U
)

の
給
与
の
積
出
は
､
給
料
及
び
手
当
と
す
る
｡

2
　
給
料
は
'
正
･
q
の
勤
務
特
関
に
ょ
る
勤
務
に
対
す
る
靴
刷
で
心
ぢ
て
､
才

当
を
除
い
た
全
1
鮎
と
す
る
0

3
　
手
当
の
稲
敷
は
'
管
鮎
L
i
 
l
事
当
'
初
は
給
調
整
二
l
当
へ
扶
誰
手
当
､
通
勤

手
当
､
特
殊
勤
務
手
当
､
小
林
拾
地
手
当
'
時
間
外
勤
務
手
当
､
休
日
勤
務
手

当
､
夜
間
勤
務
手
当
､
朽
H
直
手
当
､
f
=
q
i
t
t
l
;
r
当
'
勤
勉
手
当
及
び
退
職
手

｢
島
中
Ⅹ
〕

当
と
す
る
｡

(
給
料
表
)

第
三
条
　
給
料
に
つ
い
て
は
､
職
員
の
職
務
の
櫨
項
に
応
じ
'
必
要
な
感
知
の

給
料
表
を
訓
訊
け
る
も
の
と
す
る
｡

2
　
給
料
表
の
給
料
鯛
は
'
職
務
監
守
扱
及
び
当
該
職
務
の
等
級
ご
と
の
号
給

を
設
け
て
定
め
る
も
の
こ
す
る
.

3
　
給
料
表
の
看
知
'
給
料
表
に
定
め
る
職
務
の
等
級
及
び
号
給
の
数
並
び
に

各
職
務
の
等
級
に
お
け
る
最
低
の
口
ウ
給
の
給
料
慰
及
び
=
ウ
給
間
の
給
料
幻
の

差
節
は
､
還
流
三
十
人
粂
堅
頑
及
び
琴
二
項
の
裁
定
の
趣
旨
に
従
っ
て
定

>
?
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(
管
叩
職
手
当
)

第
四
条
　
管
理
職
手
当
は
､
管
理
父
は
｣
.
山
肖
り
地
位
に
あ
る
職
員
の
職
の
-

ち
､
そ
の
特
玖
性
に
l
慧
ノ
き
管
出
考
が
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
支
給
す

る
o

(
初
任
給
詞
l
W
手
当
)

第
五
条
　
l
q
任
給
洞
整
手
当
は
､
専
門
的
知
識
を
必
牢
U
L
t
か
つ
'
採
軍
に

よ
る
欠
f
.
)
の
荊
T
P
L
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
に
新
た
に
拐
刷
さ
れ
た

環
J
H
に
対
し
て
支
給
す
る
o

(
秋
頚
手
当
)

第
六
条
　
L
竺
葺
1
当
は
､
摂
黙
惑
淡
の
あ
る
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
｡

第

十

三

編

　

公

営

企

芸

　

(

企

業

職

よ

り

給

与

の

祁

獅

及

び

沌

狩

に

関

す

る

条

例

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

三

七

五



川
.
?
十
二
編
　
公
港
企
珊
パ
　
(
企
器
械
=
良
の
給
与
の
相
加
及
び
韮
頂
に
関
す
る
条
例
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
七
六

2
　
故
蒲
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
省
で
他
に
生
計
の

途
が
な
く
主
と
し
て
そ
の
稲
見
の
扶
益
を
受
け
て
い
る
も
の
を
扶
宋
親
族
と

す
る
o

l
　
紀
偶
老
(
届
出
.
な
し
な
い
が
巧
･
.
n
i
(
上
狛
別
封
係
と
同
様
の
諏
情
に
あ
る

省
を
含
む
9
)

二
　
滴
十
八
才
末
梢
の
J
l
及
び
孫

三
　
約
六
1
才
以
上
の
父
母
及
び
祖
父
付

四
　
紙
十
八
才
･
禿
州
の
弟
妹

五
　
十
月
暁
疾
省

へ
通
勤
手
F
)

第
七
条
　
通
勤
｢
.
i
,
当
は
'
次
の
各
J
)
に
招
け
る
機
‖
山
に
h
h
l
･
J
F
 
=
す
る
0

1
　
通
勤
の
た
め
交
通
機
脚
を
利
川
し
て
J
J
り
T
は
賃
か
凸
氾
す
る
こ
と
を
常

例
と
す
る
現
出
(
L
J
j
通
機
胸
を
利
用
し
な
け
れ
ば
茄
勤
す
る
こ
と
が
苦
し

く
出
難
で
あ
る
識
見
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
交
通
機
蛸
を
利
用
し
な
い
で

徒
歩
に
ょ
り
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
り
通
勤
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
末
梢
で
あ
る
も
の
及
び
的
三
リ
ラ
に
1
は
げ
る
増
員
を
除
く
｡
)

〓
　
通
勤
の
た
め
自
転
セ
そ
の
他
り
交
通
の
川
見
(
以
下
｢
自
転
車
等
｣
と

い
-
∩
)
を
作
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
(
自
転
車
等
女
性
用
L
な

け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
=
T
I
し
く
魁
榊
で
あ
る
E
.
棚
且
以
外
の
i
L
L
l
･
:
員
で
4
:
3
つ

て
白
轄
T
I
l
r
等
を
u
H
l
L
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
;
a
勤
す
る
も
の
と
し
た
拙
合

の
,
E
J
如
拙
郡
が
片
i
h
h
P
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
次
号
に
は

げ
る
職
凸
を
除
く
'
)

三
,
p
E
J
劫
の
た
め
交
通
機
凶
を
利
川
し
て
り
て
の
m
J
h
J
臼
を
負
J
t
T
J
L
､
か
つ
､
自

転
収
･
等
を
悼
用
す
る
こ
と
を
沼
例
と
す
る
職
凸
(
交
泊
機
関
を
利
用
し
'

又
は
□
転
し
叫
等
を
桜
川
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
-
出
雌
t
.
あ

る
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
'
交
通
城
山
を
利
用
せ
ず
T
　
か
つ
､
自
転

市
等
を
任
用
し
な
い
で
祉
少
に
よ
り
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
り
通
勤

爪
朗
が
片
道
二
キ
L
l
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
｡
)

(
特
殊
勤
務
手
当
)

第
<
条
　
特
殊
勤
L
i
7
1
手
当
は
､
岩
し
く
化
快
､
不
快
'
不
伽
1
.
.
挑
h
J
l
は
㈹
耀
な
勤

務
そ
り
他
苦
し
く
特
殊
な
勤
鵜
で
､
給
与
⊥
憎
別
の
老
僧
を
必
要
と
L
t
　
か

つ
'
そ
の
特
殊
性
を
給
料
e
J
考
戯
す
る
こ
と
が
過
当
で
な
い
J
J
穏
め
ら
れ
る

も
の
に
従
事
す
る
端
尺
に
対
し
て
支
給
す
る
0

第
九
条
　
削
除

へ
寒
冷
地
手
当
)

第
十
条
　
寒
冷
地
手
当
は
'
八
月
二
十
1
日
(
そ
の
日
が
日
曜
口
に
当
た
る
と

き
は
'
そ
の
前
日
)
　
に
お
い
て
在
職
＼
つ
る
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
o

(
時
間
外
勤
務
手
当
)

第
十
r
条
　
叫
皿
外
劫
室
ナ
当
は
､
正
成
の
･
姐
瀕
特
別
外
に
勤
務
す
る
こ
と
を

命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
対
し
て
､
正
規
の
勤
撃
呼
間
を
こ
え
て
勤
務
し
た
全
時

〔
島
中
Ⅹ
〕

間
に
つ
い
て
支
約
す
る
o

(
休
R
勃
崩
手
当
)

第
十
二
条
　
職
員
に
は
､
托
班
の
幼
務
日
が
休
日
に
4
S
た
っ
て
も
､
正
規
の
給

与
を
文
給
す
る
0

2
　
休
日
勤
荊
手
当
は
'
休
日
に
お
い
て
正
規
り
勤
務
時
間
中
に
勤
務
す
る
こ

と
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
対
し
て
､
当
該
勤
務
し
た
全
時
間
に
つ
い
て
支
給

/
;
･
｡
･

(
夜
間
勤
務
手
当
)

第
十
三
条
　
夜
間
勤
務
手
当
は
'
正
規
の
勤
務
仲
間
と
し
て
年
後
十
時
か
ら
翌

日
の
f
訊
五
時
ま
で
の
問
に
勤
務
す
る
こ
と
か
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
対
し

て
､
そ
の
間
に
勤
務
し
た
全
時
間
に
つ
い
て
支
給
す
る
｡

(
楢
日
直
手
当
)

第
十
四
条
　
荷
日
直
手
当
は
､
宿
口
底
勤
務
を
八
Ⅷ
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
対
し
て
､

当
該
勤
務
に
つ
い
て
支
給
す
る
D

2
　
前
項
の
勤
務
は
､
第
十
一
条
､
第
十
二
糸
筋
二
項
及
び
前
条
の
勘
超
に
は

含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
o

(
期
末
手
当
)

第
十
五
条
　
期
末
手
当
は
､
三
月
'
六
月
及
び
十
一
月
に
職
員
の
在
職
期
間
に

応
じ
､
か
つ
'
企
業
の
結
党
I
状
況
を
考
慮
し
て
支
給
す
る
｡

(
勤
勉
手
当
)

第
十
六
条
　
勤
勉
手
当
は
'
暇
出
の
勤
務
成
鎖
に
応
じ
､
か
つ
､
企
業
の
縫
営

状
況
を
考
慮
し
て
支
給
す
る
o

(
退
職
手
当
)

第
十
七
条
　
職
員
が
勃
い
桝
相
関
六
月
以
上
で
,
退
職
し
た
場
合
､
又
は
勤
続
期
間

六
月
未
満
で
退
職
し
た
場
合
で
次
に
掲
げ
る
理
由
に
ょ
り
退
職
し
た
と
淳｣

は
'
退
職
手
当
を
支
給
す
る
｡

l
　
職
制
浩
し
く
は
定
数
の
改
廃
又
は
予
算
り
減
少
に
よ
り
廃
職
又
は
退
員

を
生
じ
た
た
め
退
職
し
た
場
合

二
　
傷
い
疾
捕
に
よ
り
そ
の
職
に
堪
え
ず
退
職
し
た
砧
合

≡
　
前
二
=
可
に
招
け
る
詑
由
以
外
り
理
由
に
よ
-
本
人
り
意
に
反
し
て
退
職

し
た
場
合

四
　
在
職
中
に
死
亡
し
た
墳
合

2
　
退
職
手
当
は
､
次
の
各
号
の
1
に
該
当
す
る
者
に
は
支
給
し
な
い
｡

t
　
地
方
公
布
良
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
的
三
日
六
十
1
号
)
第
二
-
九

条
の
規
定
に
よ
る
怨
恨
免
職
の
処
分
を
受
け
た
者

二
　
地
方
公
務
良
法
第
二
十
八
桑
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
失
職
(
同
法
第
十

六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
へ
ロ
を
除
く
O
U
を
し
た
省

三
　
地
方
公
営
企
業
労
働
附
係
法
(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九

号
)
第
十
一
条
の
規
u
J
j
に
該
当
し
,
退
職
さ
せ
ら
れ
た
者

3
　
労
働
基
咋
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
円
十
九
[
ち
)
第
二
十
条
及
び
第
二

約
7
二
編
　
公
営
企
宗
　
(
企
業
職
員
の
給
与
の
横
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
)

六
三
七
七



第
十
三
縞
　
八
1
苫
企
業
　
(
企
業
職
員
の
給
与
の
雇
質
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
)

六
三
七
八

十
1
条
文
は
鮒
員
法
(
昭
和
二
丁
二
仁
法
符
説
百
号
)
講
四
十
六
条
の
裁
定

に
よ
り
解
雇
予
告
手
当
を
支
払
-
場
合
に
お
い
て
は
'
こ
れ
に
相
当
す
る
幻

を
滅
鑑
し
て
退
職
手
当
を
支
給
T
る
も
の
と
す
る
｡

4
　
勤
続
黙
間
六
月
以
上
で
退
職
し
た
職
員
が
退
職
の
日
の
里
∃
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
に
共
業
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
'
そ
の
者
が
失
業
保
除
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
荊
百
四
十
六
号
)
に
規
定
す
る
失
業
保
検
金
の
額
に

達
す
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
､
そ
の
讃
鶴
に
相
当
す

る
金
銀
を
同
法
の
規
定
に
･
L
i
る
失
業
保
険
金
の
支
給
b
l
条
件
に
従
い
､
退
識

手
当
と
し
て
支
給
す
る
｡

(
給
与
の
減
窮
)

第
十
<
条
　
識
員
が
執
務
し
な
い
と
き
は
'
そ
の
勤
務
し
な
､
 
I
,
こ
と
に
つ
き
特

に
承
認
の
あ
っ
た
場
合
を
陳
-
ほ
か
､
そ
の
勤
務
し
な
い
1
･
相
,
問
に
つ
き
､

勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
節
を
減
縮
し
て
的
与
主
文
給
す
る
o

(
休
職
宅
の
給
与
)

第
十
九
条
　
職
員
が
地
方
公
務
上
I
T
'
法
規
一
一
十
八
条
鵜
二
一
甥
の
還
･
:
4
に
よ
り
休
職

に
さ
れ
た
と
き
は
､
管
理
者
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
給
与
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
o

(
専
従
休
職
者
の
給
与
)

買
十
九
条
の
〓
　
地
方
公
営
企
業
労
働
幽
係
法
篇
六
条
第
l
碩
た
だ
し
弟
I
の
許

可
を
受
け
た
職
員
に
は
へ
そ
の
許
可
が
効
力
を
和
す
る
間
は
､
い
か
な
る
給

与
も
支
給
し
な
い
｡

(
非
常
勤
職
員
の
給
与
)

第
二
十
条
　
企
業
職
員
で
職
員
以
外
の
も
り
に
つ
い
て
は
､
職
員
の
給
与
と
q

縦
衝
を
考
慮
し
､
予
算
G
l
範
月
内
で
給
与
牽
又
給
す
る
o

附

　

則

(
施
行
期
日
)

～ HL･i絹はSeTgf:脚: gq e:/Fmmb-Sim:鉦純絹:h=u ji

e
を
年
三
朝
君
例
苧
(
E
･
P
)
は
,
廃
止
す
る
り

(
r
j
a
j
過
招
供
)

3
　
F
.
E
=
=
和
g
I
十
三
年
E
I
日
f
日
か
ら
F
.
L
L
L
 
j
和
四
十
五
年
三
月
三
十
1
日
ま
で
の
間

絶
叫
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
対
し
て
､
月
幻
の
暫
定
手
当
を
支
給
す
る
｡

4
　
職
員
に
但
姓
手
当
が
支
給
さ
れ
る
間
は
､
第
二
条
窮
三
項
中
｢
初
任
給
調

盤
手
当
｣
と
あ
る
は
｢
初
任
給
調
整
手
当
､
暫
定
手
当
｣
と
読
み
学
兄
て
こ

の
裁
定
を
適
用
す
る
0

5
　
退
#
手
当
に
関
す
る
規
定
は
､
当
分
0
仰
､
i
S
し
な
S
J
の

と
す
る
｡


